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 ROARMAP, http://roarmap.eprints.org/ 

オープンアクセスから、より再利用可能な研究へ 

ROARMAP 
http://roarmap.eprints.org/ 
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Hahnel, Mark (2015): Global funders who require data archiving as a 
condition of grants.  
figshare. http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1281141 

figshare.com/blog/ 
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• すべての研究プロジェクトが研究成果に結びつくわけではない 

• 研究データが死蔵されてしまう 

• 価値のある情報が発見しにくい場所に置かれてしまう 

• データリポジトリ不足またはデータリポジトリの認知不足 

• データを公開するのは勿体無い 

• 業績を出すことに負われて時間をかけられない 

• データを整備して公開する作業に対する見返りが少ない 

• 自身が公開したデータの不適正な再利用に関する懸念 

• データ自体の査読は主要なジャーナルでは行わない 

• 公開されているデータの使い勝手が悪い 

 

科学データの公開にまつわるさまざまな課題 

機会 

インセン
ティブ 

有用性 
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データ共有に関する問題点と解決策 

有用性 

公開されているデータが
本当に役立つのか微妙 

データ記述とデータ自体も査
読をして有用性を検証 

インセンティブ 

データを出版することで得
られるクレジット不足 

引用可能な出版物としてクレ
ジット（業績）になる 

機会 

価値のある研究データが
死蔵されてしまう 

研究データについての記述を
出版 

データ自体の有用性が検証済みの研究データを 
発見しやすく、検索しやすく、理解しやすく、つまり再現・再利用されやすい形で 
引用可能な業績（文献）として出版 
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Key survey data 
• 60％の研究者はすでに他の研究者とデータをシェアしている 

• 50％はそういったシェアされたデータを月に一度は見ている 

• 45％はどこにデータをポストしたらよいのかわからない 

 

• 90％がデータジャーナルのコンセプトを肯定的に受け止めた 

• 80％がデータジャーナルの存在がデータの共有を促すだろうと考えた 

Survey respondent characteristics 
• 387 respondents (329 active researchers) 
• Physics (24%), Earth and environmental science (21%), 

Biology (20%) Chemistry (19%) Others (16%) 

Scientific Data 市場調査 (2011年実施） 
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Credit：クレジット 
引用可能な形で研究データを公開できるので、クレジットが得られます 

Open：オープン 
クリエイティブコモンズライセンスでデータの再利用を推進します 

Reuse：再利用 
データ記述をキュレーションによって標準化し再利用に役立てます 

Quality：品質 
各コミュニティーの基準に基づいた厳格な査読と社内キュレーションで
品質と再利用性を保証します 

既存のデータリポジトリを促進 

各研究コミュニティに特化した既存のデータリポジトリへのデータ公開
をサポートします 
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http://www.nature.com/sdata/  
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• 2014年5月創刊 

• オンライン限定のオープンアクセス誌：誰でも利用可能 

• 自然科学、物理学、社会科学のデータセットを掲載する査読誌 

• 科学的に貴重なデータセットの記述を掲載 

• 新しい形式のコンテンツ「Data Descriptor」を掲載 

Data Descriptorとは？ 

• 実験・観察データセットの詳細な記述を提供 するための新しい論文形式 

• 論文ではなく“Data Descriptor”つまり、データについての説明を記述したもの 

• データ収集の背景、データ所蔵場所、データ取得方法、データの品質を示す技
術的分析、データ利用方法などの記述 

• コンピューター処理可能な形式に、実験デザイン情報【表】をメタデータとして落
とし込んだものが論文に付随 
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Experimental metadata 
or  

structured component 

(in-house curated, 
machine-readable metadata 

with each article) 

Article or      

narrative 
component 

(PDF and HTML)  

The ‘Data Descriptor’ 

Sections: 
• Title 
• Abstract 
• Background & Summary 
• Methods 
• Data Records 
• Technical Validation 
• Usage Notes  
• Figures & Tables  
• References 
• Data Citations 

 
 

Methods： 
データの作成方法を記載 
 
Data Records: 
各データと情報の所在、フォーマットを記載 
 
Technical Validation： 

データの質を裏付けるのに必要な実験また
は分析を記載 
 
Usage Note： 
データの再利用に関する助言を記載 
(optional)  
 
Data Citations: 
データ記録の書誌情報 
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• Associated Nature 
Article 

• Data at figshare & 
NCBI GEO 

• Integrated figshare 
data viewer 

http://www.nature.com/articles/sdata20148 
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Code in GitHub 

• New Dataset 
• Data in OpenfMRI 
• Source code in 

GitHub 
• Big Data 

http://www.nature.com/articles/sdata20143 
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• New Dataset 
• Data in Dryad 
• Citizen science 
• Crowd sourcing 

http://www.nature.com/articles/sdata201526 
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一次データの登録について 

Scientific Dataはコミュニティーに認知されたデータリポ

ジトリにデータセットを登録することを推奨 

約80のリポジトリと提携しています 

http://www.nature.com/sdata/data-policies/repositories 
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データ出版のエコシステム 
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まとめ 

 オープンサイエンス推進と研究データ公開義務化の波 

 研究データ公開における複数の課題 

 解決策としてのデータ論文、データジャーナル 

 データを発見・検索・理解しやすいフォーマットにより再現性促進 

 データを登録、保管するデータリポジトリとの協同によりデータ公
開を促進 

 正しいデータ公開を促すことでオープンサイエンスを加速 

 

 


